
　【町　長】９件　　（※以下主なものを掲載しています。）

　　◇新型コロナウイルスの対策 ＝ ３月２日に「広尾町新型コロナウイルス対策本部」を立ち上げ、今後の

情勢の変化を踏まえ、感染の拡大防止に向けて全力で取り組んでいく。

　　◇火災の発生 ＝ 12月19日に町内で、住人が物置で薪ストーブを使用中に飛び火により出火。隣接する木

造一部２階建て住宅にも延焼したが、この火災による死傷者はなかった。

　　◇公用車の交通事故 ＝ １月23日に野塚地区で、職員の運転する公用車が融解した凍結路面で制動が利か

ず、後続車の進路を妨げる状態で停車したため、大型営業自動車と接触した。

　　◇「人口ビジョン改訂版」及び「第２期総合戦略」の策定 ＝ 令和２年度からの「第２期総合戦略」と、

その基礎資料の役割を持つ「人口ビジョン改訂版」を策定。人口減少を緩和し、まちの活力を取り戻す

ため、各施策を実行する。

　　◇第６次まちづくり推進総合計画 ＝ 令和３年度を初年度とし、現在、策定作業を進めている。

　　◇第２期子ども・子育て支援事業計画の策定 ＝「ニーズ調査」や「子ども・子育て会議」、「まちづくり

意見公募」から本計画の意見を聴取し、第２期（令和２年度から令和６年度）の計画を策定した。

　　◇第５次まちづくり推進総合計画の見直し ＝ ＮＰＯ法人のーまひろおの「多機能型事業所ゆうゆう舎」

の移転に対し、町が一部補助する新規事業を１件追加。
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令和２年第１回定例会が、３月３日から12日まで10日間の会期で開かれました。
条例の制定や一部改正、補正予算や令和２年度予算などを審議し、いずれも原案
どおり可決、閉会しました。

　☆令和２年度一般会計予算

収入（歳入）合計　68億6,600万円 支出（歳出）合計　68億6,600万円

第１回 町議会定例会

令和２年度
当 初 予 算

総額 101億円 可決
改選期のため、骨格予算編成

※裏面へ続きます



☆一般質問や質疑、議案の賛否状況等の詳細については、６月発行予定の議会だよりに掲載します。

　また、広尾町のホームページにも掲載していますので、ご覧ください。（広尾町議会をクリック！）

☆前崎　茂、旗手恵子、小
お

田
だ

雅二 の３議員が行いました。

　【前崎議員】　　①ごみ減量化と家庭用生ごみの資源化の取り組みを

　　　　　　　　②人工透析治療の通院等の支援体制を

　　　　　　　　③求人に係る町広報誌の活用について

　【旗手議員】　　①公営住宅の保証人規定の見直しを

　　　　　　　　②公的病院「統廃合」問題について

　【小
お

田
だ

議員】　　①第２期広尾町総合戦略について

　　　　　　　　②広尾町の子ども達への奨学金制度の新設を検討すべき

一 般 質 問 ３月９日（月）
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件　　　　　　　　　　名 審議結果

教員の変形労働時間制を導入しないことを求める意見書 原案可決

国民健康保険の交付金減額に反対する意見書 原案可決

※可決された意見書は、国及び関係機関に提出しました。意見書の審議 ３月12日（木）

件　　　　　　　　　　名 審議結果

広尾町職員服務の宣誓に関する条例の一部改正 ＝ ４月からの会計年度任用職員の服務の宣誓に
ついて、制度導入前の形態や手続きが様々であったため、改正するもの。

原案可決

広尾町職員給与条例の一部改正 ＝ 職員の時間外勤務手当等に係る勤務１時間当たりの給与額に
ついて改正するもの。現行の算定基礎となる給与額は給料月額のみだが、労働基準法第37条に基
づき、算定基礎額に住居手当と寒冷地手当を加える。

原案可決

放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部改正 ＝ 放課後児童支
援員は、特定の有資格者が、都道府県知事が行う「認定資格研修」を修了した者でなければならな
いが、指定都市の長も「認定資格研修」を実施できることとなったため、文言を加え改正するもの。

原案可決

民法の一部改正に伴う関係条例の制定 ＝ 広尾町公営住宅管理条例等で連帯保証人の連署する請
書に極度額を定めて提出することなどとしているが、町は身寄りのない単身高齢者など、特別な
事情がある方に対し、「連帯保証人を必要としないことができる」としている。新たに「公営住
宅等入居者に係る連帯保証人の免除取扱要綱」を定め、免除となる対象を規定するもの。連帯保
証人を廃止しない理由は、連帯保証人の働きかけで入居者の問題が解決に至る実績があり、その
効果が大きいため。

原案可決

十勝管内自治体病院医薬品等共同購入協議会からの脱退 ＝ この協議会は、十勝管内の自治体病
院の経営改善を図るため、医薬品等の共同購入事務を管理・執行し、コストダウンする目的で設
置されたものだが、本町の国保病院は地方独立行政法人へ移行し、医薬品等を連携病院と共同購
入する方法に変更したことから、協議会の目的の遂行ができなくなり、脱退するもの。

原案可決

令和元年度一般会計ほか８会計予算の補正 ＝ 各種事業費の確定見込みによる補正など。 原案可決

令和２年度一般会計ほか９会計予算 ＝ 10会計の新年度予算は、予算審査特別委員会で審査した
結果、可決すべきと決定。12日の本会議で原案のとおり可決した。

原案可決

財産の無償貸付及び譲渡 ＝ ＮＰＯ法人のーまひろおに対し、旧ひろお幼稚園敷地の無償貸付及
び園舎等の無償譲渡を行うもの。

原案可決

（一部省略しています）

☆主な審議事項と結果

※表面からの続き


